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　東日本大震災と福島第一原発事故は、日本にとってのエネルギー問題の重要性を改めて認識させた。この重要
課題に全学的に取り組むべく、一橋大学の研究者を結集して「資源エネルギー政策プロジェクト」を立ち上げるよ
う指示し、一昨年から、東京工業大学、経済産業省、エネルギー関連業界のご協力を得て、研究プロジェクトを推
進してきた。産学官連携と「文理共鳴」の議論の中から、リスク・マネジメントの在り方や新たなベストミックスを含
め、今後の我が国の資源エネルギー政策への提言に向けて、一昨年１月から10回の研究会で議論を重ねてきた。
さらに、昨年６月には、政策フォーラム「資源エネルギー政策の焦点と課題」を独立行政法人経済産業研究所と共
催し、国際エネルギー機関（IEA）前事務局長の田中伸男氏を始めとする日本と世界のエネルギー産業と政策を代
表するリーダーや、東京工業大学、経済産業研究所及び本学の研究者が登壇して公開の場で議論を深めた。
　本書は、この研究プロジェクトの中間的な成果を『エネルギー新時代におけるベストミックスのあり方　一橋大
学からの提言』として、世に問うこととしたものである。
　平成26年２月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一橋大学長　山内　進
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